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名古是女大家攻

のラヽ，ト成育と血清タソハ°ワ零に及ぼす影響

奇木みか　o辻栗命子

　目的ハトA ギ(＆緬＆句心一戸U, L )の煙実や種麦の脂質代謝に及ぼす彩響にっいz は

本字会読(磋豆,涯㈹゛報告し，ハトA ギ植物体を^分画に分けて坑高脂血症作用を比較すう

と葉茎部の圧搾汁乞噴霧乾嵐さぞた齢末ぐ命een, f・wdeりPと略記)にそ削乍用の強いことを寡43.

回巣･食学会で発表しに。今回は卵がラ。卜の生弩やタンバフベ謝なt'に及ぼす彩摩にっい

i杷のハト^ギハ＆部今とじL較することを目的として本研Cを実施しfi。

　方竃　)，ト^りま名丸附属農坊で栽培^れμ在来瓊で■奮，脱脂根, 糠, 胚記, 崩やし，

脱脂一棟,糠油，伊のS牛画を｡使用. 対照£はa-コーンスターチ, 戴糖.力ぜイン, 欠瓦油，

t:'7ミン及瓦｀ミネラル/混合からなる冶ヽ萬飼料で，;、トAギ｀分,勇岬紛末は各別)％添加し，各

区とも寫外量になろようにof-コーンスクー乎てヽ調整し1ﾆ.ﾗ斗はSP辰,雄, 各群6 匹とし，b

甕齢ｶ，らl遠聞試験食を役与した。この間第i, 2週の終了期に飼料効帚を求め，暑段解剖

使，体制

に巻いI キ八試薬｡で剥是し，肝組織は暦本と作政して病理的変ｲしを検索した。

　舷果dpは可溶暁無窒豪物約釦％,粗ヌンμフ）1%反加ぶ％を含むが。貳終体ヽ変圃叫し萌

やし£よりも下(畑OS)したのみて゛対照£や把のB群とは有急差なく,飼料効率も糠区より低下

したが他の7群間とは肩禿差なく,血清ヌンハ・ｽ6FT, 邱とも6群と他の?群闇に肩竟差乞諾め

なaヽフた。月々比は駅群が最高とな・か。^rﾋ体脂教･c、肝臓重量の体重比は^?群と徳り%群関

に肩発奮なら暫≪量ttはやや上早し肝細胞小集にス･湖子吠ぴ)変忙を雙めろふo>ｶくあバニ，

7ヽﾄk刄戦地と廓画肉痢をにご協力賜，に名古屋μぽ場艮鳩£昭収授に屎く謝花を表い?す。


